
 

５月の手作り市民祭りや８月の夏祭りなど大きなイベント時には、場内のごみ箱を一切廃止

し、代わりにごみステーションを設置して、１箇所で集中して分別しています。この効果は非常

に大きく、ごみの排出量は、以前のおよそ三分の一以下になりました。特に弁当のトレーや紙コ

ップをサイズごとに分けることは手間がかかりますが、減量効果は非常に大きなものがありま

す。最近では参加者の皆さんもこのシステムに慣れ、自主的に分類していただけるようになり、

ごみの減量が更に進んでいます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向陽台地区の活動紹介 

向陽台地区では、毎年12月の第一日曜日に、向陽台地区連合会が音頭を取って、夏に

行っている美化デーと同様な地域の美化運動を行っております。 

各自治会・管理組合ごとに分担する範囲が決められており、多くの住民が参加して、各

住宅周辺のごみの清掃や草とりなどを行い、活動の後には、それぞれの団体ごとに懇親会

を行うなど、住民相互のコミュニケ―ションの活性化に努めております。 
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「資源ごみ集団回収」とは、「自治会や管理組合、子供会など地域の団体が自主的に古新聞や 

アルミ缶などの資源物を集めて、市へ登録した回収業者へ引き渡す活動のことで、現在、市内 

73 団体が登録しています。（令和２年 10 月末現在） 

集団回収は、「実施団体」、「行政」、「回収業者」の三者が協力することで成り立っている 

循環型まちづくり推進のための実践的な協働の取り組みです。 

 活動によって地域での交流の機会が増えることや 

回収量に応じて補助金が出るなど、実施団体にもメリットがあります。 

興味のある方は、環境課までご相談ください。 

電動歯ブラシ、モバイルバッテリー、電子タバコ、電気シェーバーなどの 

充電式電池内蔵型小型電子機器は、誤った分別で出すと、収集車両や処分場 

での火災の原因になります。電池が取り外せない場合、電池が入ったままで 

構いませんので、有害物・金属物の日に出すか、拠点回収をご利用ください。 

品目 収集区分 排出方法 

充電式電池内蔵型 

小型電子機器 

有害物 

金属物 

（月 1

回） 

・透明・半透明の袋に入れて、戸建住宅は自宅前、 

集合住宅は指定のごみ集積所に出す。 

・市内 11ヶ所の小型電子機器回収ボックスに出す。 

 

 

 高齢等により、自身でごみ出しが困難な方を支援しているホームヘルパーや親族の方へ、「ご

み出し支援サポートシール」をお渡ししております。 

 シールが貼付してあるごみは、決められた収集日以外にごみ出しが可能です。 

 申請時にシールをお渡ししますので、収納容器（ポリバケツ等）に、直接シールを貼って使用

してください。 

 周辺住民の皆様には、ご理解・ご協力をお願いします。 

［対象のごみ］ 

 燃えるごみ、燃えないごみ、古紙・古布、有害物・金属物 

 

※詳細は、下記問い合わせ先までご連絡ください。 

 

 

 

 


